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新型コロナなど新興感染症等に係る看護職員確保事業 

災害支援ナース養成研修 開催要項 
 

I. 研修目的 

1. 災害・感染症等に関する基礎知識・技術を習得する。 

2. 応援派遣の概要を理解し、研修修了者として実際の派遣時に対応できる技能を習得する。 

【災害】 

1） 看護職として必要な災害医療と看護の基礎知識を習得する。 

2） 災害時の看護職の役割と活動の実際を理解する。 

3） 看護職として、被災地や被災者に対して有効に機能できる技能を習得する。 

4） 災害時に看護職として他者と協働でき、自律した活動ができる知識を習得する。 

【感染症】 

1） 新型コロナなど新興感染症に関する基礎的知識を習得する。 

2） 新型コロナなど新興感染症患者に対応できる知識・技術を習得する。 

3） 酸素療法、集中治療管理に関する基本知識を習得する。 

4） 新型コロナなど新興感染症患者の看護に関する基本知識を習得する。 
 

II. 研修日程 

⚫ 講義（オンデマンド） 令和5年7月20日（木）※～8月16日（水)23：59 

※オンデマンド開始日は予定です。オンデマンド受講用IDを受領した日から開始できます。 

⚫ 演習（集合研修） 令和5年9月9日（土）9：20～16：25、9月10日（日）9：20～15：25 
 

III. 対象 

災害・感染症に係る応援派遣対応看護職員を目指す者で、研修修了後に修了者として県行政への情報提

供に同意する者   ※所属の医療機関において、災害支援ナースとして配置される予定の者を優先 

定員：100名 
 

IV. 受講料 

無料 
 

V. 研修の構成・方法・研修時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2時間 

9時間 

9時間 

講義 + 災害（演習） 

+ 感染症（演習） 

講義  

災害（演習） 

感染症（演習） 

1時間 

4.5時間 

4.5時間 

4日間 

2日間 

日本看護協会提供の 

eラーニング配信 

 

宮崎県看護協会で開催 
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VI. 研修プログラム 講義（オンデマンド） ：日本看護協会提供のeラーニング配信 

※8月16日（水)23：59までに聴講を修了してください。 

構成 章 単元 視聴時間（分） 

A 1 【総論】災害・感染症に係る応援派遣の対応 120 

B 

2 災害医療の基礎知識（災害とは、わが国の災害医療体制） 180 

3 

災害時に求められる看護支援活動（災害看護とは、災害時保健医療福祉活動

における看護、災害の場に応じた看護支援活動、災害時要援護者の特徴と看

護） 

150 

4 

災害時の感染対策（災害時に注意すべき感染症とその要因、避難所における

感染症のリスクアセスメントの考え方、避難所における感染症対策の例≪複

合災害時の対応等を含む≫） 

60 

5 

災害時の心理的変化とこころのケア（被災者に生 

じやすい心理的問題、被災者に接する際の基本的留意点、わが国の災害精神

医療体制≪DPAT含む≫、「支援者の惨事ストレスとケア≪事例含む≫） 

90 

6 
災害時の看護職の活動事例（派遣された看護職の活動事例、活動場所で直面

する様々な状況） 
60 

- 災害 確認テスト（10問）  

C 

7 
新型コロナなど新興感染症の基礎知識（新興感染症/パンデミック、新興感染

症等の感染拡大時における医療提供体制の確保） 
60 

8 

新型コロナなど新興感染症の基礎知識 

1） 感染拡大・重症化を防ぐ技術の提供に必要な知識（手指衛生、PPEの

種類や着脱等、ゾーニング、環境整備・廃棄物・寝具・食器の取扱

い、死亡時の対応） 

2） 院内感染発生時の初期対応・クラスター発生予防の対策） 

60 

9 新型コロナなど新興感染症患者の治療と観察ポイント（軽～中等度） 60 

10 

新型コロナなど新興感染症患者の看護（軽～中等度）① 

1） 重症化予防のための患者評価と対応（緊急性の判断と急変対応、重

症化予防、異常の早期発見、患者家族への精神的ケア、医療機関と

在宅・宿泊療養での対応の特徴） 

60 

2） 重症化予防のための患者評価と対応②《医療機関と在宅・宿泊療養

を含める》（酸素療法、呼吸理学療法、体力の消耗を最小限にする

ための患者への生活指導） 

60 

11 新型コロナなど新興感染症患者の集中治療室管理（重症） 60 

12 

新型コロナなど新興感染症患者の看護（重症） 

1） 生命維持装置の管理（ネーザルハイフロー、人工呼吸器、ECMO、CHDF

等） 

60 

2） 人工呼吸器管理、ECMO管理における看護 60 

3） 重症患者家族への精神的なケア（隔離による不安、意思決定支援、

看取り 等） 
60 

- 感染症 確認テスト（10問）  
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VII. 演習（集合研修）開催要項 

1. 研修日程（再掲）  講義・演習（災害）令和 5 年 9 月 9 日（土）9：20～16：25 

          演習（感染症）  令 和 5年 9月 1 0日（日）9：20～15：25 
 

2. 会場  宮崎県看護等研修センター（宮崎市学園木花台西 2丁目 4-6 TEL0985-58-0622） 
 

3. 対象  本研修の講義（オンデマンド研修 20時間）の修了者（一部受講免除内容含む） 

※ 集合研修 1日目にオンデマンド講義の受講証明書 3枚（総論 1 枚、災害各論 1枚、

感染症各論 1枚）を持参してください。 
 

4. プログラム 

【演習：講義】 
講師：又木真由美（公益社団法人 宮崎県看護協会 常務理事）、県行政（調整中） 

時間（9/9） 単元 ねらい 

9：20～9：30 オリエンテーション 

9：30～10：20 

（50分） 

宮崎県における災害・感染症に係る

応援派遣時の看護支援活動 

災害時および感染症の発生・まん延時の看護職の活

動の実際を想定することができる 

10：20～10：30 

（10分） 

災害支援ナースとしての心構え 応援派遣に際し、受援者や支援者が相互協力するた

めに必要な知識を学ぶ 

 

【演習（災害）】災害時の看護職の活動の実際 
講師：鵜野和代 氏（宮崎市郡医師会病院 救急看護認定看護師、災害支援ナース） 

ファシリテーター：壹岐由加利、富山健司、成合貴代、橘田志帆、平松真由美、橋爪由美、  

松田菜緒子（災害看護地区代表者委員） 

時間（9/9） 単元 ねらい 

10：30～11：15 

（45分） 

1） 派遣決定から出発までの準備 

（ワーク） 

・派遣決定までの調整と準備 

・派遣決定から出発までの準備 

・携行品 

・活動の原則 

 災害時の看護職の活動の実際を想定することがで

きる 

 災害時に看護職として活動する 

 災害時の看護職の活動の展開と展開にあたっての

留意事項がわかる 

11：15～11：30 

（15分） 

2） 支援者としての心構え 

11：40～12：25 

（45分） 

 

3） 活動場所の違いによる活動の特徴

（医療機関、避難所） 

13：25～14：05 

（40分） 

4） CSCA（TTT）（＊2） 

（ワーク） 

・安全管理 

 災害時の看護職の活動の実際を想定することがで

きる 

 災害時に看護職として活動する際の基本的な心構

えが分かる 

 災害時の看護職の活動の展開と展開にあたっての

留意事項がわかる 

14：15～16：15 

（120分） 

5） 方針に沿った活動 

（ワーク） 

・救急搬送や発熱者等の対応 

・新たな活動を依頼されたら 

・記録と報告 

・活動終了に向けて 

・帰還後に行うこと 

 

16：15～16：20 6） まとめ  

16：20～16：25 アンケート回答 
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【演習（感染症）】新型コロナなど新興感染症患者の看護 
講師：中山雄貴 氏（宮崎大学医学部附属病院 救命救急センター、感染管理認定看護師） 

鵜野和代 氏（宮崎市郡医師会病院 救急看護認定看護師）   

ファシリテーター：壹岐由加利、富山健司、成合貴代、橘田志帆、平松真由美、橋爪由美、  

松田菜緒子（災害看護地区代表者委員） 

時間（9/10） 単元 ねらい 講師 

9：20～ オリエンテーション   

9：30～10：30 

（60分） 

1） 感染拡大・重症化の

予防 

（実技） 

医療機関、療養施設、高齢者施設、避難所、自宅な

ど施設ごとの違いや特徴を踏まえた標準予防策およ

びゾーニングの基礎を学ぶ 
中山講師 

10：40～11：40 

（60分） 

2） 安楽な呼吸の保持 

（実技） 

感染予防策（PPEを装着）を実施したうえで、安楽

な呼吸へのケアや日常生活援助を体験的に学ぶ 
鵜野講師 

12：40～13：40 

（60分） 

3） 集中治療室内での集

中治療管理 

集中治療室で使用される医療機器及び生体モニター

の管理と生じやすいトラブルについての基礎的な知

識を学ぶ 
鵜野講師 

13：40～14：10 

（30分） 

4） 多職種連携による医

療提供 

派遣先の医療機関等における指揮命令系統や各専門

職が担う役割を理解し行動ができる 中山講師 

14：20～14：50 

（30分） 

5） 患者・家族へのケア、

看取り 

応援派遣の際に生じる事例を通して、隔離による不

安、意思決定支援、看取りケア、死亡時の対応を理

解する 
中山講師 

14：50～15：20 

（30分） 

6） まとめ  
中山講師 

15：20～15：25 アンケート回答  

 

VIII. 申込方法・申込期間 

原則、施設申込をお願いします。研修システム【マナブル】からお申込みください。同施設から

複数申込みされる際は、優先順位を設定してください。申込フォームに、取得されている看護免

許番号（保健師・助産師・看護師）及びオンデマンド聴講用IDを受

領する受講者個人のメールアドレスの入力が必要です。※施設内で

複数参加の場合、同じメールアドレスは使用できません。受領用のメ

ールアドレスにおいて、「@eden.ac」のドメインを受信できるように

してください。   申込期間  令和5年6月16日（金）～7月5日（水）16:00 
 

IX. その他 

⚫ 新たな災害支援ナースの詳細については、日本看護協会ホームページでご確認くだ

さい。右記の二次元コードからアクセスできます。内容は日本看護協会ニュース

2023年3月号掲載内容と同じです。 

⚫ 改正された医療法等が施行される令和6年4月1日までの移行期間は、経過措置として一部研修が

免除されます。本要項の1ページ目に示した「研修の構成・方法・研修時間」のB（オンデマン

ド研修：災害各論）が免除される対象者については個別に対応します。※原則として、宮崎県

看護協会災害支援ナース登録者のうち、災害看護（基礎編）の受講から5年を経過していない

（2018年度以後に受講した）者が免除対象となります。 

⚫ オンデマンド研修20時間（一部受講免除内容含む）の修了と演習を全て修了した方については、

研修修了証を発行します。また、修了者は修了者リストに掲載し、県行政に提出します。 
 

X. お問い合わせ先 

公益宮崎県看護協会 （事業部 鳥原）TEL：0985-58-0622  

e-mail：jigyou2-kango@ac.auone-net.jp 


